
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
条
文

○

日
本
下
水
道
事
業
団
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
七
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
七
条
）

第
二
章

設
立
（
第
八
条
―
第
十
二
条
）

第
二
章

設
立
（
第
八
条
―
第
十
二
条
）

第
三
章

管
理
（
第
十
三
条
―
第
二
十
五
条
）

第
三
章

管
理
（
第
十
三
条
―
第
二
十
五
条
）

第
四
章

業
務

第
四
章

業
務
（
第
二
十
六
条
―
第
二
十
八
条
）

第
一
節

業
務
の
範
囲
等
（
第
二
十
六
条
―
第
二
十
九
条
）

第
二
節

特
定
下
水
道
工
事
（
第
三
十
条
―
第
三
十
六
条
）

第
五
章

財
務
及
び
会
計
（
第
三
十
七
条
―
第
四
十
八
条
）

第
五
章

財
務
及
び
会
計
（
第
二
十
九
条
―
第
四
十
一
条
）

第
六
章

監
督
（
第
四
十
九
条
・
第
五
十
条
）

第
六
章

監
督
（
第
四
十
二
条
・
第
四
十
三
条
）

第
七
章

補
則
（
第
五
十
一
条
・
第
五
十
二
条
）

第
七
章

補
則
（
第
四
十
四
条
―
第
四
十
六
条
）

第
八
章

罰
則
（
第
五
十
三
条
―
第
五
十
五
条
）

第
八
章

罰
則
（
第
四
十
七
条
―
第
四
十
九
条
）

附
則

附
則

第
四
章

業
務

第
四
章

業
務

第
一
節

業
務
の
範
囲
等

（
業
務
の
範
囲
）

（
業
務
）

第
二
十
六
条

事
業
団
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う

第
二
十
六
条

事
業
団
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
の
委
託
に
基
づ
き
、
次
に
掲

げ
る
管
渠
の
建
設
を
行
う
こ
と
。

イ

浸
水
被
害
（
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
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九
号
に
規
定
す
る
浸
水
被
害
を
い
う
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
再
度

災
害
を
防
止
す
る
た
め
そ
の
建
設
を
特
に
緊
急
に
行
う
べ
き
も
の

ロ

そ
の
建
設
が
高
度
の
技
術
を
要
す
る
も
の
又
は
高
度
の
機
械
力
を
使
用
し

て
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

三

次
節
の
規
定
に
よ
り
特
定
下
水
道
工
事
を
行
う
こ
と
。

四

地
方
公
共
団
体
の
委
託
に
基
づ
き
、
下
水
道
の
設
置
等
の
設
計
、
下
水
道
の

二

地
方
公
共
団
体
の
委
託
に
基
づ
き
、
下
水
道
の
設
置
等
の
設
計
、
下
水
道
の

工
事
の
監
督
管
理
並
び
に
終
末
処
理
場
、
終
末
処
理
場
以
外
の
処
理
施
設
、
ポ

工
事
の
監
督
管
理
並
び
に
終
末
処
理
場
、
終
末
処
理
場
以
外
の
処
理
施
設
及
び

ン
プ
施
設
、
管
渠
及
び
協
定
雨
水
貯
留
施
設
（
下
水
道
法
第
二
十
五
条
の
五
第

ポ
ン
プ
施
設
の
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
。

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
協
定
雨
水
貯
留
施
設
を
い
う
。
）
の
維
持
管
理
を
行

う
こ
と
。

五

災
害
時
維
持
修
繕
協
定
（
下
水
道
法
第
十
五
条
の
二
（
同
法
第
二
十
五
条
の

十
八
及
び
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
災
害
時
維
持
修
繕
協
定
を
い
う
。
次
条
第
二
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
基
づ
き
、
協
定
下
水
道
施
設
（
同
法
第
十
五
条
の
二
第
一

号
に
規
定
す
る
協
定
下
水
道
施
設
を
い
う
。
）
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
工

事
を
行
う
こ
と
。

六
～
十
一

（
略
）

三
～
八

（
略
）

２

事
業
団
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
を
受
託
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
特

２

事
業
団
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
を
受
託
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
特

別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
水
質
環
境
基
準
（
下
水
道
法
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規

別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
水
質
環
境
基
準
（
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第

定
す
る
水
質
環
境
基
準
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
定
め
ら
れ

七
十
九
号
）
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
水
質
環
境
基
準
を
い
う
。
以
下
同

た
公
共
用
水
域
の
水
質
を
当
該
水
質
環
境
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る

じ
。
）
が
定
め
ら
れ
た
公
共
用
水
域
の
水
質
を
当
該
水
質
環
境
基
準
に
適
合
さ
せ

終
末
処
理
場
等
を
優
先
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

る
た
め
必
要
が
あ
る
終
末
処
理
場
等
を
優
先
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３

事
業
団
は
、
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
国

３

事
業
団
は
、
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土

土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
下
水
道
法
第
二
十
二
条
等
の
適
用
除
外
）

（
下
水
道
法
第
二
十
二
条
等
の
適
用
除
外
）

第
二
十
七
条

下
水
道
法
第
二
十
二
条
（
同
法
第
二
十
五
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用

第
二
十
六
条
の
二

下
水
道
法
第
二
十
二
条
（
同
法
第
二
十
五
条
の
十
に
お
い
て
準

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
公
共
下
水
道
管
理
者
（
同
法
第
四
条
第
一
項

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
公
共
下
水
道
管
理
者
又
は
流
域
下
水
道
管

に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
流
域
下
水
道
管

理
者
が
事
業
団
に
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
設
置
等
の
設
計
、
工
事
の
監

理
者
（
同
法
第
二
十
五
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
管
理
者
を
い

督
管
理
又
は
維
持
管
理
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。
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う
。
以
下
同
じ
。
）
が
事
業
団
に
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
設
置
等
の
設

計
、
工
事
の
監
督
管
理
又
は
維
持
管
理
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

２

下
水
道
法
第
二
十
二
条
第
二
項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
公
共
下
水
道
管
理
者
又
は
流
域
下
水
道
管
理
者

が
事
業
団
と
災
害
時
維
持
修
繕
協
定
を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
災
害
時

維
持
修
繕
協
定
に
基
づ
き
事
業
団
が
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
維
持
管
理

を
行
う
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
八
条
・
第
二
十
九
条

第
二
十
七
条
・
第
二
十
八
条

第
二
節

特
定
下
水
道
工
事

（
特
定
下
水
道
工
事
の
代
行
）

（
新
設
）

第
三
十
条

事
業
団
は
、
公
共
下
水
道
管
理
者
、
流
域
下
水
道
管
理
者
又
は
都
市
下

水
路
管
理
者
（
下
水
道
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
下
水
路
管
理
者

を
い
う
。
第
三
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
下

水
道
管
理
団
体
」
と
い
う
。
）
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
下
水
道
管
理
団

体
に
お
け
る
終
末
処
理
場
等
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
若
し
く
は
ロ
に

掲
げ
る
管
渠
（
次
条
及
び
第
三
十
三
条
に
お
い
て
「
特
定
下
水
道
」
と
い
う
。
）

の
建
設
に
関
す
る
工
事
（
以
下
「
特
定
下
水
道
工
事
」
と
い
う
。
）
の
実
施
体
制

そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
特
定
下
水
道
工
事
を
当
該
下
水
道
管

理
団
体
に
代
わ
つ
て
自
ら
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

同
法
第
三
条
、
第
二
十
五
条
の
十
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

事
業
団
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
下
水
道
工
事
を
行
う
場
合
に
は
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
下
水
道
管
理
団
体
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
の
一
部
を

行
う
も
の
と
す
る
。

３

下
水
道
管
理
団
体
が
第
一
項
の
要
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

、
当
該
下
水
道
管
理
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

事
業
団
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
下
水
道
工
事
を
行
お
う
と
す
る
と
き
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は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

事
業
団
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
下
水
道
工
事
の
全
部
又
は
一
部
を
完

了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
団
の
意
見
の
聴
取
）

（
新
設
）

第
三
十
一
条

下
水
道
管
理
団
体
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
団
が
特
定
下
水
道

工
事
を
行
う
特
定
下
水
道
に
つ
い
て
下
水
道
法
第
四
条
第
六
項
の
公
共
下
水
道
の

事
業
計
画
の
変
更
、
同
法
第
二
十
五
条
の
十
一
第
七
項
の
流
域
下
水
道
の
事
業
計

画
の
変
更
又
は
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
事
項
の
変
更
を
行

お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
事
業
団
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
特
定
下
水
道
工
事
の
廃
止
等
）

（
新
設
）

第
三
十
二
条

事
業
団
は
、
下
水
道
管
理
団
体
の
同
意
を
得
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、

特
定
下
水
道
工
事
を
廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

第
三
十
条
第
五
項
の
規
定
は
、
事
業
団
が
特
定
下
水
道
工
事
を
廃
止
し
た
場
合

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

事
業
団
が
特
定
下
水
道
工
事
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
当
該
特
定
下
水
道
工
事
に

要
し
た
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
が
下
水
道
管
理
団
体
と
協
議
し
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
下
水
道
及
び
そ
の
用
に
供
す
る
土
地
の
権
利
の
帰
属
）

（
新
設
）

第
三
十
三
条

第
三
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
下
水
道
工
事
の
完
了
の
公
告

の
あ
つ
た
特
定
下
水
道
及
び
そ
の
用
に
供
す
る
土
地
に
つ
い
て
事
業
団
が
取
得
し

た
権
利
は
、
そ
の
公
告
の
日
の
翌
日
に
お
い
て
当
該
特
定
下
水
道
を
管
理
す
る
下

水
道
管
理
団
体
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

（
費
用
の
負
担
又
は
補
助
）

（
新
設
）
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第
三
十
四
条

事
業
団
が
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
特
定
下
水
道
工
事
を
行
う
場
合

に
は
、
そ
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
負
担
及
び
そ
の
費
用
に
関
す
る
国
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
管
理
団
体
が
自
ら
当
該
特
定
下
水
道
工
事
を
行
う
も
の
と
み

な
す
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
当
該
下
水
道
管
理
団
体
に
対
し
交
付
す
べ
き
負
担
金

又
は
補
助
金
は
、
事
業
団
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
場
合
に
は
、
事
業
団
は
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
補
助
事
業
者
等
と
み
な
す
。

４

第
一
項
の
下
水
道
管
理
団
体
は
、
同
項
の
費
用
の
額
か
ら
第
二
項
の
負
担
金
又

は
補
助
金
の
額
を
控
除
し
た
額
を
事
業
団
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
費
用
の
範
囲
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
の
方
法
そ
の
他
同
項
の
費

用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
審
査
請
求
）

（
新
設
）

第
三
十
五
条

事
業
団
が
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
下
水
道
管
理
団
体
に
代

わ
つ
て
す
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対

し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣

は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
二

項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四

十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す

。（
下
水
道
法
の
適
用
）

（
新
設
）

第
三
十
六
条

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
下
水
道
管
理
者
、
流
域
下
水

道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
事
業
団
は
、

下
水
道
法
第
五
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
管
理
者
、
流
域
下

水
道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路
管
理
者
と
み
な
す
。

第
五
章

財
務
及
び
会
計

第
五
章

財
務
及
び
会
計

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%81%5a%96%40%88%ea%8e%b5%8b%e3&REF_NAME=%93%af%96%40%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%8e%4f%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000003000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000003000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000003000000000000000000
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第
三
十
七
条
～
第
三
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条
～
第
三
十
一
条

（
略
）

（
書
類
の
送
付
）

（
書
類
の
送
付
）

第
四
十
条

事
業
団
は
、
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
認
可
を
受
け
、
又
は
前
条
第
一

第
三
十
二
条

事
業
団
は
、
第
三
十
条
に
規
定
す
る
認
可
を
受
け
、
又
は
前
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
認
可
に
係
る
予
算
及
び
事
業
計
画

項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
認
可
に
係
る
予
算
及
び
事
業
計
画

に
関
す
る
書
類
又
は
当
該
提
出
に
係
る
財
務
諸
表
を
、
事
業
団
に
出
資
し
た
地
方

に
関
す
る
書
類
又
は
当
該
提
出
に
係
る
財
務
諸
表
を
、
事
業
団
に
出
資
し
た
地
方

公
共
団
体
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
共
団
体
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
益
及
び
損
失
の
処
理
）

（
利
益
及
び
損
失
の
処
理
）

第
四
十
一
条

事
業
団
は
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
お
い
て
利
益
を
生
じ
た
と

第
三
十
三
条

事
業
団
は
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
お
い
て
利
益
を
生
じ
た
と

き
は
、
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
損
失
を
埋
め
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は

き
は
、
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
損
失
を
う
め
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は

、
そ
の
残
余
の
額
は
、
積
立
金
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
そ
の
残
余
の
額
は
、
積
立
金
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
借
入
金
及
び
下
水
道
債
券
）

（
借
入
金
及
び
下
水
道
債
券
）

第
四
十
二
条

（
略
）

第
三
十
四
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
下
水
道
債
券
の
債
権
者
は
、
事
業
団
の
財
産
に
つ
い
て

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
下
水
道
債
券
の
債
権
者
は
、
事
業
団
の
財
産
に
つ
い
て

他
の
債
権
者
に
先
立
つ
て
自
己
の
債
権
の
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

他
の
債
権
者
に
先
だ
つ
て
自
己
の
債
権
の
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

５
～
８

（
略
）

５
～
８

（
略
）

（
削
除
）

第
三
十
五
条

削
除

第
四
十
三
条
～
第
四
十
八
条

（
略
）

第
三
十
六
条
～
第
四
十
一
条

（
略
）

第
六
章

監
督

第
六
章

監
督

第
四
十
九
条
・
第
五
十
条

（
略
）

第
四
十
二
条
・
第
四
十
三
条

（
略
）
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第
七
章

補
則

第
七
章

補
則

第
五
十
一
条

（
略
）

第
四
十
四
条

（
略
）

（
削
除
）

第
四
十
五
条

削
除

第
五
十
二
条

（
略
）

第
四
十
六
条

（
略
）

第
八
章

罰
則

第
八
章

罰
則

第
五
十
三
条

第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の

第
四
十
七
条

第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し

の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避

た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
事
業
団
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三
十
万
円

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
事
業
団
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三
十
万

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を

第
四
十
八
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を

し
た
事
業
団
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

し
た
事
業
団
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

第
三
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
財
務
諸
表
を
提
出
せ
ず
、
若
し
く
は
こ

四

第
三
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
財
務
諸
表
を
提
出
せ
ず
、
若
し
く
は
こ

れ
に
添
付
す
べ
き
書
類
を
添
付
せ
ず
、
又
は
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事

れ
に
添
付
す
べ
き
書
類
を
添
付
せ
ず
、
又
は
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事

項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た
と
き
。

項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た
と
き
。

五

第
四
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
て
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用
し
た
と
き
。

五

第
三
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
て
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用
し
た
と
き
。

六

第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
命
令
に
違
反
し
た
と

六

第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
命
令
に
違
反
し
た
と

き
。

き
。

第
五
十
五
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）


